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国立障害者リハビリテーションセンター研修生の 

新型コロナウイルス感染について 

 

 

令和５年１月６日（金）、国立障害者リハビリテーションセンター学院の研修

生１名が新型コロナウイルス感染症に感染していることが判明しました。 

 

なお、当該研修生は感染可能期間中に登校していないため、学院内に濃厚接

触者に該当する学生・教職員等はおりません。 

また、日常的に教室等の必要な消毒措置を行っており、学生及び教職員等へ

の感染防止策を講じているところです。 

 

事業実施につきましては、保健所等の指導に従い、適切に対応してまいり 

ます。 

 

 

 

〔照 会 先〕 

国立障害者リハビリテーションセンター 

学院  主幹     生沼（内線 2610） 

    養成主事   石毛（内線 2611） 

〒359-8555 埼玉県所沢市並木 4-1 

電話番号: 04-2995-3100 



 

国立障害者リハビリテーションセンターの概要 

我が国の障害のある方々の自立及び社会参加を支援するため、医療から職業

訓練まで一貫した体系の下で、障害者の生活機能の維持・回復のための先進的・

総合的な保健・医療・福祉サービスを提供するとともに、リハビリテーション

技術・福祉機器の研究開発、リハビリテーション専門職の人材育成等、障害リ

ハビリテーションの中核機関として先導的な役割を担っている。 

国立障害者リハビリテーションセンターの施設入所支援を利用しながら同一

敷地内の国立職業リハビリテーションセンターに通う利用者もいる。 

 

■所在地 

    

                    

 

 

 


